
新年明けましておめでとうございます  　その様な中、近年、地球温暖化に起因

令和になりまして始めての新年 すると思われる異常気象が身近になって

組合員の皆様には　良きお年を 来ました。

　お迎えのこととお慶び  　温暖化防止が世界中で叫ばれていま

　　申し上げます す。

 　三日月知事は、年頭の挨拶で 2050年

　 さて、昨年は　新天皇のご即位　令和への までに  「県内ＣＯ2排出の実施ゼロ」  を

改元　ラグビーワールドカップ　台風による 宣言されました。

豪雨災害など　色々ありました。  　これには、緑豊かな森林なくしては成り

 　2020年の今年は、なんと言っても７月から 立ちません。

の　東京オリンピック　パラリンピック　です。  　森林の役割は、木材を生産する場から

　 人々の暮らしを守るための場へ変わろう

　ところで　暦に依りますと今年の干支　庚子　 としています。

“変化が生まれる”　とありましたが、既に昨　  　この様な状況に、組合の運営も、新た

年から、その兆しが現れています。 な視野に立つことが求められます。

　 　 役職員一同、遅れることの無い対応に

 　私たちの組合でも、山の施業は次の段階 心掛けて参ります。

への時期が間近ですし、運営面では母体で 　 組合員皆様には、本年も変わりませず

ある各地区の状況が変化して来ています。 ご支援ご協力賜ります様お願い致します。
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○ 間　伐 14.6ha (切捨含む) ○ 林道草刈り 約14km
○ 更新伐   1.9ha 　 ○ 中電鉄塔草刈り ９基及び巡視路
○ 枝打ち   0.8ha
○ 作業路開設 

　４路線 3,800ｍ

※上記作業は委託を含みます。

　 ｢ＳＤＧｓ｣は２０１５年９月、国連サミットで採択され、
加盟１９３ヶ国が２０１６年から２０３０年までの１５年
間で達成するために掲げた１７の目標です。
 　１５番目の「陸の豊さを守ろう」には、「森林の持続
可能な管理」が掲げられ、当組合が取得した「ＳＧＥ
Ｃ 森林管理認証」による持続可能な森林経営が大
変重要な役割を果たしているといえます。
　 昨年６月開催の総代会で、嶋村組合長の挨拶に
もありましたが、滋賀県がこのことをいち早く取り入
れ実施されていることにより、琵琶湖とその周辺の
地域においても、各団体や企業で環境を守る活動が
なされています。

33%

主な作業の進捗状況

☆　９月　グラップル（中古車）を導入しました。
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25%

95%

☆　１１月　新しくメンバーが増えました。

現場での安全祈願 

菌山入札会を開催 

 入札会の様子  

令和元年度 作業状況 

「ＳＤＧｓ」ご存知ですか？ 

  ９月11日 恒例の松茸山入札会を開催しました。 
  年々ご参加頂ける方も減る中、４名（預け札７名）の愛好家の皆さま
のご協力により、 136,500円の売上がありました。 
  前年比 81.5％と良い結果ではありませんでしたが、収穫量が気にな
るところです。 
  マツ枯れ被害や動物による食害などにより、山の様相も大きく変わり
果て、賑わった「松茸山」は「昔話し」となりつつあります。 

  木材の搬出・仕分け・積込みな
ど機械化を進めるとともに、労働安
全衛生を確保するため、パワー
ショベル(ミニ)に木をつまむグラッ
プルを装着した機械を導入しました。
(※約5.5t) 
  11日には、綿向神社より禰宜様
に安全祈願をして頂きました。 
  危険な現場での作業、事故が無
いことを祈ります。 

SDGｓにつながる森林組合系統の活動の一例 
 目標15 「陸の豊かさを守ろう」 
 目標13 「気候変動に具体的な対策を」 
 目標12 「つくる責任つかう責任」 
 目標11 「住み続けられるまちづくりを」  
 目標 ７ 「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」 

  間伐材搬出作業      山土場荷下ろし 

  現場を担当し、作業に従事して頂く若

い力が加わりました。 
  「辻川 秀之 さん」 34歳 彦根市から
通っています。 
  経験年数も抱負で、組合の山林作業
を担って頂き、活躍に期待を寄せるとと
もに、応援したいと思います。 



◇総代山林従事

◇総代代表視察研修

◆「日野まちなか歴史散策」桟敷窓アート ◆綿向山の日「ふれあい綿向山Day」
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  恒例の総代様による山林巡視も、今回は連合会の指
導により、「従事作業」としてご参加を頂きました。 
  11月17日、熊野地先のヒノキ ・ スギ（14年生）の植林
地で「枝打ち作業」に取り組んで頂きました。 
  以前には「従事作業」として組合員の皆様に作業をお
願いしていた時代もありましたが、怪我や事故などで中
断されていたようです。 
  今回、30数年ぶりに作業を再開し、参加された53名の
総代様には、ヒノキ・スギに直に触れ、良質材に育つよう
愛でて頂き、作業に取り組んで頂けたことと思います。 

 

地域活動への協力 

組 合 活 動 

枝  打  ち  

作業風景 

  組合が搬出するヒノキ・スギの一部は、木材流通セン

ターを通じてベニヤ合板に加工されています。 

  11月30日、総代代表の12名様には、舞鶴市にある「林

ベニヤ産業（株）」へ視察研修にご参加頂きました。 

  原木の皮が剥ぎ取られ、薄い板状に加工された後、接

着剤で重ね合わせられ裁断されるまでの工程を見学して

頂きました。 

  出荷した材は「滋賀県産材合板」として、県内の工務

店などで利用されるとのことです。 

  原木加工 

 製品倉庫 

  10月19日 事務所の表
通りでは賑やかなイベント
が行われ、「桟敷窓」を開
け組合も微力ながら協力
しました。 
  今年も「木工体験」「綿
菓子体験」を行いました
が、雨の中、元気な子ど
も達が駆けつけ自慢の
アートづくりに没頭してい
ました。 

 11月10日 第24回を迎えた「ふ
れあい綿向山Ｄａｙ」も好天に恵
まれ、日曜日と重なり 1,300人も
の登山者で賑わいました。 
 組合では、登山口で組合のＰＲ
やパネル展示の他、「緑の募金」
を呼び掛けご協力を頂きました。 
 大勢の登山者を目の当たりに
し、綿向山が「日野のシンボル」
であり、人気の山でることを改め
て実感致しました。 
 

 今年も事務所玄関には、大きな門松が
飾られました。 
 役員ＯＢの有志により設置され、お正
月気分を高めて頂きました。 

勤続３０年を迎えて   参事  西 村  聡 

  このたび、滋賀県森林組合連合会より勤続30年の表彰を受けました。 
  平成元年４月１日より採用して頂き、当時は林道開設工事や災害復旧工
事など現場を行き来する毎日でした。 
  前 水澤参事の定年退職後は、当時の役員の皆さまに支えて頂きながら、
難しく複雑な組合経営に携わって参りました。 
  現場担当の皆さまには、造林保育作業にご努力を頂き、補助事業におい
ては、大変お世話になりました。 
  組合設立30周年事業、懸案の新事務所建築、設立50周年記念事業など、
大きな節目に関わらせて頂くことができました。 
  定年までの残された時間を有効に、諸問題に取り組んで参りたいと思い
ますので、宜しくお願い申し上げます。 
  

 

お正月 門松飾り 

作業地の前で 



悩み苦しみというのをよくみてみると、大き

く三つのジャンルに分かれます。

その一番大きなものはお金と仕事の問題。

　名前も決まり、 二番目が体と健康のこと。

三番目が人間関係。

をアピールするのに何が良いか・・ この三つが大きな悩み事のジャンルです。

日々思案しているのですがなかなか良い案が思いつかず・・ そして、この三つの問題は「そ・わ・か」で

解決できます。

この「そ・わ・か」は

「掃除・笑い・感謝」のことです。

この三つを覚えておくと、悩み苦しみ、苦悩

煩悩は一切なくなります。

　グッズ、キャラクター(顔くりぬき)記念撮影用看板等、 お金と仕事の問題は、「掃除」をしていれば

どんな案でもお願いします。 なくなってしまう。

　また、「看板の絵書けるよ！」「マスコット作れるよ！」など 体と健康の問題は、「笑って」いればいい。

組合員さんのご家族の方も「こなんなことできるよ！」 人間関係については、感謝、「ありがとう」

と、助けていただけると嬉しいです。 を言っていればいい。

そういうことです。　　        　（一部抜粋）

抽選で5名の方に、1,000円分の商品券プレゼント！

　○応募資格　組合員と同居のご家族

　○応募方法　官製ﾊｶﾞｷに、①氏名  ②住所

　　③電話番号  ④皆様のお知恵

『当選者』の方のみﾊｶﾞｷでお知らせいたします。

ホームページ

わたむきしんちゃん＝綿向生産森林組合

そこで！

たくさんの素敵な名前のご応募ありがとうございました。

綿向生産森林組合 検索 

「そ・わ・か の法則」 
小林正観（致知出版社） 

☆名付親☆ 
北村喜與志様 


